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ウルストンクラフトの見た北欧の女性たち
石幡直樹
序
メアリ・ウルストンクラフト (M紅y Wollstonecraft) は、 1795 年 6 月から 10 月までの三か月半
スウェーデン、ノルウェ一、デンマークの三国を巡った際に、逆風のため当初予定の上陸地イェー
テボリには到着できず、約 30 マイル南のウンサラ半島に上陸した。 1 その旅行の印象や感想を記
録した『スウェーデン、ノルウェー、デンマーク短期滞在中にしたためた手紙J (Letters Written 
during a Short Residence 初 Sweden， Norn仰~ and Denmark. 以下『手紙.1)によれば、人跡未踏とすら
見える荒涼たる海岸で、苦心の末に半島沿いの海峡の水先案内監督官を務める退役軍人を探し当
てて、その大尉の家に逗留した。「強盗や殺人あるいは他の怖いこと、船員たちなら口にするよ
うな、女性が想像するのもおぞましいこと J (7) 2 を恐れながらの、 1 歳になる娘と乳母との女
性だ、けの旅だったので、大尉の家で女性の姿を見て安堵の胸をなで下ろした。その女性、大尉の
妻は言葉を解さないのでほほえみを交わすだけだ、ったが、遠来の一行の服装を興味深そうに眺め
ていた。大尉は英語を話すことが楽しいといって親切に彼女たちの世話をしたが、ウルストンク
ラフトを「観察眼の鋭い女性J と率直に評して、その理由を彼女が「男の質問」をした、すなわ
ち女性の理解を超えると当時考えられていた社会、政治、経済の実情について (Brekke 169) 訊
いたからだと述べている。『女性の権利の擁護.1 (A V?ndication 0/ the Rights 0/ Woman. 以下『擁護.1)
第 3 章において彼女は、「尊敬されるためには、女性が知性を働かせることは不可欠であり、他
に独立した人格の基盤はない。世の意見の盟主遼ど奴隷になるのではなく、理性の権威にのみ女
性は頭を垂れるべきだJ (57) と明言しているが、その面白躍如たるエピソードである。
『手紙J には、男性中心の考え方が支配的な時代に、先進国である英国を旅立つて文化発展途上
の北方三国へ向かった彼女が目の当たりにした女性の姿と、女性の地位の向上と権利の確立に関
する思索が多く記されている。抑圧されている北欧女性の境遇だけではなく、知識と道徳の欠如、
服飾への関心に潜む虚栄心、慣習の悪弊、女性と社会の進歩の必要性、美貌とその衰えの早さな
どについての記述が旅程の進行に沿って日誌形式で記録されている。それらは他の著述家の文章
や論理を批判的に検証しながら机上で自らの論述を構成していく『擁護』とは一線を画して、実
証的な観察を日を追って記録し考察を進めたものである。したがって断片的な推論とならざるを得
ないのだが、一方で、はそのことによって彼女の思索の過程をより直裁に窺い知ることもできる。
1 北欧女性の抑圧
ウルストンクラフトは『擁護』において、優しさは権力への服従や虐待に対する忍従に姿を変
えてしまうと本来の美徳を失うが、それにも拘わらず女性の長所として社会に通用していると批
判している (37・8)。また、女性の男性への従属と男性の権力者へのそれは同じであるから、女
性の男性への服従を根拠として男性に劣る存在とするならば、本来の権利を放棄して国王に仕え
る廷臣もまた道徳的に劣る存在であると那撤している (41 ・2) 。歴史的検証にもとづくこれらの
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議論が、『手紙j では旅の途上で接した人々や社会の観察によってふたたび考察され、羅列的で
はあるが実証的な記述となっている。たとえば第 3 信では、スウェーデンのイェーテボリで見聞
した主人と使用人、使用人の中での下男と女中の関係について以下のように述べている。
In fact, the situation ofthe servants in every respect, particularly that ofthe women, shews how 
far the Swedes are from having a just conception of rational quality. They are not termed slaves; 
yet a man may strike a man with impunity because he pays him wages; though these wages are 
so low, that necessity must teach them to pilfer, whilst servility renders them false and boorish. 
Stil the men stand up for the dignity of man, by oppressing women. The most menial, and even 
laborious 0節目s， are therefore left to those poor drudges… and though their hands, cut by the 
ice, are cracked and bleeding, the men, their fellow servants, will not disgrace their manhood by 
ca町ying a tub to lighten their burden. (27) 
実際、使用人の立場を見ているとあらゆる点で、女性の使用人の場合は特にそうです
が、スウェーデン人が理性的平等の正しい概念を持っているとはいい難いことが分かり
ます。使用人は奴隷と匠l主主よ乏しませんが、主人は給金を払っているので、彼らに手
をあげても罰を受けません。もっとも給金があまりに低いので、貧しさのあまり彼らは
ものをくすねるでしょうし、卑屈さから不実でがさつにもなります。それで、も男は女を
抑圧して男の威厳を保とうとします。最もみすぼらしくしかもきつい仕事は、したがっ
て、あくせく働く哀れな女性の役目なのです。…・・・氷で傷ついた手がひび割れて血がに
じんでいても、同じ使用人である男たちは面目にこだわって、洗い桶を運んで、女たちの
負担を減らしたりはしません。
ウルストンクラフトはスウェーデン社会の人間関係に存在する支配の二重構造を鋭く見抜いて
いる。その構造には社会階層間での従属関係と男女間でのそれとが錯綜しつつ同時に存在する。
召使いは主人に隷従し、主人の横暴な振る舞いを堪え忍びつつ、必要に迫られてやむなく不正を
働くこともある。そのような中で、さらに女性は男性による抑圧に直面している。上記引用の叙
述は、スウェーデン社会の慣習の中で女性がおかれた男性よりも劣悪な状況の実例を的確に伝え
ている。さらに、ウルストンクラフトは制度として確立された男性優位の例もあげている。ノル
ウェーのテンスペルを訪れた際には、富裕層のほとんどを占める商人は個人資産を子供に分配す
る義務があるが、男子が女子の二倍を相続する (75) という、社会制度としての女性の劣位を書
き記している。このように、丈化発展途上の北欧で、彼女は『擁護J で論証した社会階層と男女
聞の二重の支配服従関係をより生々しい実例をあげて再考し、あらためて実証している。
さらに、彼女はこれらの実証を足がかりにして、三重の抑圧構造が男性と女性の不道徳な関係
にすら影を落としていると見抜き、男性は抑圧支配の頂点に立ち得る存在であると論証を推し進
める。
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… rank and manners awe the one, and cunning and wantonness subjugate the other; ambition 
creeping into the womans passion, and tyranny giving force to the mans; for most men treat their 
mistresses as kings do their favourites: ergo is not man then the tyrant ofthe creation? (214) 
……地位と作法が女性に畏敬の念を抱かせ、ずるさと奔放さが男性を手なずける。女性
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の情熱には野心が忍び込み、独裁支配が男性の情熱に力を与えます。ほとんどの男性は、
王が寵臣に対する如く自分の愛人を扱うのですから。ゆえに、男性は万物の専制君主で
あるということではないでしょうか。
具象から導き出された抽象を小気味よく操って事象の本質を端的にいい表すウルストンクラフ
トならではの、リズムと速度感に溢れた一節である。瞬時にして読者は「男性は万物の専制君主
ではないか」との詰問に直面して圧倒され、狼狽しながらも微かな快感を覚えずにはいられない。
この引用の直後にも「男性は、父、兄弟、あるいは夫として考えてみて、家庭内の専制君主である」
(214) と彼女は記すのだが、「万物の専制君主」という言葉の趣旨は、二重構造の支配の中であ
らゆる状況において男性は友性に対する優位を欲し、それを獲得しているとの謂であろう。とこ
ろで、正式な結婚生活以外でも、男性は女性を独裁支配し臣下の如く扱うと伝える記述はやや情
緒的でもある。『手紙』は、娘を儲けながら疎遠になりつつあった不実な恋人ギルパート・イム
レイ宛ての書簡の形をとり、随所に彼女の私的な感情や感傷がにじむ。ここでも上記に続けて彼
女は、皮肉をこめて次のようにイムレイに当てこする。
Stil harping on the same subject, you will exclaim-How can 1 avoid it, when most of the 
struggles of an eventful life have been occasioned by the oppressed state of my sex: we reason 
deeply when we forcibly feel. (214) 
また同じ話題を繰り返しているとお嘆きのことでしょう一一そうせずにいられるで
しょうか、波J闘万丈の人生の苦闘のほとんどが、私たち女性の抑圧された状況によって
引き起こされているのに。私たちが感情を強く働かせる時は、理性を深く働かせている
のです。
何度も同じ主張を述べる理由は、自分を含めた女性が人生で遭遇する、男性中心の社会によっ
てやむなく引き起こされる苦境であると、ウルストンクラフトは私的な恨みを苦いユーモアに包
みこみ、一個人のそれではなく女性一般の抑圧された状況へと敷桁してみせる。自らの感情がほ
とばしり出た心情吐露と思われるかもしれないが、理性は保たれており客観的な見地を述べてい
るのであると、彼女は譜詰を込めて淡々と述懐する。特に最後の文章は『擁護J 第 4 章で彼女が
弾劾している男性優位論者の論法を想起させずにはおかない。
. that the sexes ought not to be compared; man was made to reason, woman to fel: and that 
together, flesh and spirit, they make the most perfect whole, by blending happily reason and 
sensibility into one character. (69) 
・・・…両性を比較すべきではない。男性は理性を働かせるように、女性は感情を働かせる
ように造られている。そして理性と感受性をうまく混ぜ、合わせてひとつの人格にするこ
とによって、男氏;は肉体的にも精神的にも最も完全な統一体となる。
「感情を働かせる」女性の無知と従属は美徳であるという、「理性を働かせる」男性によって押
しつけられた固定観念を打破し、理性との両立を前提として本能や感性を磨くことが必要だと、
彼女は生涯を通じて訴え続けた。上記の『手紙』の引用中の“forcibly.. には「力強く」と「強
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制的にj の二重の意味があるが、ウルストンクラフトは後者の意も含めているのではないか。感
情を働かせていると見られるという状況に、慣習によってやむなく置かれているが、その実私た
ちは理性を働かせているのだと切り返す彼女の言葉は、『擁護』の反駁を見事に補完している。
ルソーに代表される男性の優越を説く著述家を舌鋒鋭く論破する『擁護』では、彼女の主張が
声高に何度も繰り返されるのに対して、『手紙』では同様の主張に前者にはない要素すなわち実
体験の素朴な印象と飾らない心情吐露、そして譜譜が加わる。たとえば、精神病を患っているた
めに国政はすべて摂政フレゼリク王太子と外相ベアンストーフ伯爵が代行し、自身は操り人形の
ような存在に過ぎないクリスチャン七世について述べた第 20 信には次のような一節がある。
Much 仕le same use is made of him as, 1 have observed, some 旬nnagant wives make of their 
husbands; they wou1d dwell on the nec時ity of obeying their husbands, poor passive sou1s, who 
neverwぽeallowed to will, when 白eywant怠dto concea1 their own tyranny. (226) 
国王の利用の仕方は、口やかましい妻が夫を利用するのとよく似ていると私は見ました。
彼女たちは自分のかかあ天下ぶりを隠そうとする時には、夫に従うことの必要性を長々
と話すのです。夫たちは決して欲することを許されない哀れで従順な存在なのです。
男性優位の社会ではあっても、家庭内を牛耳って夫を意のままに操るたくましい主婦の存在が
あったことを伝えるこのくだりは、結婚生活における女性のしたたかな一面をユーモアを交えて
描いている。北欧の大国デンマークの政情と宮廷の権力争い、健イ晶となったクリスチャン七世と
悲運のマテイルデ王妃の数奇な運命の描写から、一気に庶民の世情に筆を運ぶ大胆さは、『擁護』
には決して現れない滑稽な筆致と相侠って読者をその物語に引き込む魅力に溢れている。
2 知識と道徳の欠如
無知と虚栄は『擁護』においてウルストンクラフトが幾度となく繰り返して非難した女性に見
られる悪弊である。第 7 章の結びでは、どのような美徳もこれらとは両立し得ないのだから、義
務の遂行と知識の探求しか精神の覚醒の道はないと女性を鼓舞している (143)。それに先立つ第
3 章で彼女は、女性の無知と虚栄を社会が容認さらには推奨するという慣習を定着させた著述家
を論難して次のように述べている。
As for Rousseau's remarks, which have since been echoed by severa1 writers, that they have 
naturally, that is, from their birth, independent of education, a fondness for dolls, dressing，組d
ta1king, they are so pueri1e as notωmerit a serious refutation. (47) 
彼女らはもともと、つまり生まれたときから、教えられなくても人形や衣装やおしゃべ
りを好むのだという、以来何人もの著述家によって繰り返されてきたルソーの見解につ
いていうと、それは真剣に反論するに値しないたわいもないものである。
ここでウルストンクラフトが反駁しているのは、ルソーが唱える自然の摂理による男女の違い
を出発点とした女性論である。ルソーによる女性像は決して自明の理ではなくそのように思いこ
まされた、すなわち自然化あるいは制度化されたものであると彼女は訴える。その上で、男女聞
の体力差などは認めるにせよ、従順で、おとなしい女性像などは社会習慣によって、それが自然だ
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として生み出されたものである。女性は正当な権利を獲得し、父権制杜会での失地を回復し、十
全な人間の完成を目指すべきであると彼女は主張する。
かくしてウルストンクラフトは、北欧女性にも見られる服飾への関心とそこに潜む虚栄心を探
り出し、その日常生活の細やかな観察から、慣習の悪弊を排して女性の地位を向上するための方
策を洞察する。上陸当初彼女らを暖かく受け入れた水先案内監督官の妻は、一行の身につけてい
る服を興味深そうに眺めていた (8)。その後訪れたノルウェーでも彼女の服装に女性たちの関心
が集まるが、その様子は次のように記されている。
My c1othes, in their turn, at住acted the attention of the female; and 1 could not help thinking 
of the foolish vanity which makes many women so proud of the observation of s仕組gers as to 
take wonder very gratuitously for admiration. This error they are very apt to fal into …which 
afterwards supports a fantastic supers加ctureofself-conceit. (67) 
今度は、私の服装が女性たちの興味を引く番でした。そしてどうしても愚かな虚栄心
について考えざるを得ませんでした。そのせいで多くの女性が、他人の注意をひくこと
を誇らしく思うあまり、何のいわれもなく驚嘆の目を賞賛の目と取り違えてしまうので
す。女性はこの思い違いをとてもしやすく……それが後になってうぬぼれという砂上の
楼閣の土台となります。
上記引用では彼女のフランス風のゆったりとした服装 3 が北欧の女性の関心を呼んだと考えら
れる (Brekke 192) 。彼女は身近な服飾を実例としてあげ、他者の驚嘆のまなざしを賞賛のそれ
と取り違えるという、我々がしばしば体験する人間の皮肉な性癖を見抜き、その思い違いがつい
にはうぬぼれにつながるとの深い洞察を披露する。ーを見て十を知る彼女の着眼と推論は、旅の
途上の実際の見聞を契機としてさらに鋭利となり、経験知から原則を導く帰納法はその説得力を
一段と増している。
『手紙』で「女性には本来審美眼よりも虚栄心のほうが多く備わっている J (40) と明言す
る彼女は、『擁護』では「これ見よがしの装飾は人に愛されないJ (142) と述べ、徳育指導書
『女子教育考一人生でより大事な義務における女性の品行の考察.1 (Thoughts on the Education 0/ 
Daughters:・ withR匂(lectionson Female Conduct， 初 theMore Important Duties 0/ L挽 1787) では「衣服
は人となりを飾るべきであって、人と張り合ってはならないJ (Works, 4: 16) と説いている。また、
貴族の娘たちの家庭教師時代の経験を基にした子供向けの教育読本『実生活からの創作物語ー感
情を律レ心を真と善に向けて形作るための対話.1 (Original Storiesfrom Real Life; with Conversation 
to Regulate the A.lfections, and Form the Mind to Truth and Goodness, 1788) においては「優美な服装
だと褒められて喜びを感じたいと願うならそれは虚栄である J (4: 410) と戒めている。外面より
も内面が女性にとっては重要であるという彼女の信念は『手紙』でも変わらずに貫かれており、
デンマーク統治下のシュレスヴィヒでは女性たちの「かなり異様で不格好なJ 服装をこのように
描写している。
This dutch prejudice often leads them to toil under the weight of some ten or a dozen petticoats, 
which, with an enormous basket, literally speaking, as a bonnet, or a straw hat of dimensions 
equally gigantic, almost completely concealing批 human form，.・. (243) 
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このオランダ風の変わった好みによって、女性は多くの場合 10 枚とか l ダースものベ
チコートの重さに瑞ぐことになります。それに巨大な龍としかいいようのないボンネッ
ト、つまりベチコート同様とてつもなく大きな麦わら帽子が加わって人間らしい姿はほ
とんど隠れてしまいます・・…・
女性の精神すなわち内面性を重視するウルストンクラフトは『女子教育考』で「精神を肉体が
隠し、次に肉体は服地によって覆われる J (4: 16) と述べて、服装はいたずらに表面的な華美を
求めるのではなく、知性と理性を備えた精神の表れである清潔と慎ましさを旨とすべきと説い
た。 彼女の日には、 18 世紀に流行した張り骨を入れて大きく膨らませたスカートであるパニエや、
巨大な帽子ボンネットは「人間らしい姿を隠す」不合理な服装と映ったに違いない。その情景を
i(女性たちは)風がある時は、私ならほとんど持ち上げられないような装いの重みでよろけんば
かりにして歩いています」と評するなど、ここでもウルストンクラフトの筆は『擁護J とは対照
的に陽気でさえある。
『擁護』の献辞でウルストンクラフトは「人間の心身をより完全なものにするには純潔がさら
にあまねく普及しなくてはならないJ (10) と述べているが、服装を精神性の反映と捉える彼女は、
服装の改良のみならず北欧の女性の品行の改善も女性の進歩のためには不可欠と考え『手紙J で
もしばしば言及している。ょうやく到着した当初の上陸予定地、スウェーデンのイェーテボリで
は、その地の田舎の女性たちについて次のような記述を残している。
But it must be their stars, not the zephyrs gent1y stealing on their senses, which here lead frail 
women astray … the first impulse of nature, which, restrained in Eng1and by fear or delicacy, 
proves that society is there in more advanced state. Besides, as the mind is cu1tivated, and taste 
gains ground, the passions become stronger, and rest on something more stable than the casual 
sympathies of the moment. Health and idleness will a1ways account for promiscuous amours; 
and in some degree 1 term every person idle, the exercise of whose mind does not bear some 
proportion to that ofthe body. (38・39)
しかしスウェーデンで心弱き女性に道を誤らせるのは、感覚にやさしく忍び寄る西風で
はなく、星回りに違いありません。・・・…自然の最初の衝動、イングランドではそれが恐
れや慎み深さで抑制されていることは、社会がより進歩した状態であることの証明で
す。さらに、精神が養われ趣味が洗練されるにつれ情感はより深くなり、一時的な共感
よりも確固としたものを土台とするようになります。乱れた恋愛の原因となるのはいつ
も健康と怠惰です。心の修練が身体の修練に釣り合っていないすべての人は怠惰である
といっても過言ではないかもしれません。
英国女性には慎みがあり、スウェーデンではそれが見られずふしだらな恋愛が横行していると
いう言葉は辛諌に聞こえるが、ウルストンクラフトは恋愛作法を目安にして社会の進歩の状態を
見極めているのであって、その背景にはスウェーデンの女性がなるべく早く洗練された文化の恩
恵、に浴するようにという願望がある。その手段に不可欠なものとして彼女があげるのが、精神の
修養と趣味の洗練である。それらを伴わない恋愛は、単なる動物的な衝動であって人間にも社会
にも禅益するところがない。その段階に至っていない北欧の恋愛事情を彼女は、「恋愛は自然の
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摂理を満たすための単なる欲望J (185) であって「礼儀作法を磨くことはなく、家庭生活の魅力
であり鮮でもある信頼と誠実を追放して道徳を堕落させるようですJ (213) と嘆く。
彼女が牢獄にたとえた、切り立つ岩礁にへばりついているようなノルウェーの港町リーセール
でもその地の女性の服装を、生来の優雅さを備えた同国のテンスペルの女性のそれとは違うと断
じて、華美な服装と女性の進歩の段階を結びつけて次のように記している。
. these having loaded themselves with finery, in the style of the sailor's girls of Hull or 
Portsmouth. Taste has not yet taught them to make any but an ostentatious display of wealth: yet 
1 could perceive even here the first steps of the improvement which 1 am persuaded wi1 make a 
very obvious progress in the course of half a century; and it ought not to be sooner, to keep pace 
with the cultivation ofthe earth. (138) 
・・こちらでは装身具をたくさん身につけていて、ハルやポーツマスの船員相手の女性
のような格好をしています。彼女たちは富を見せびらかすことだけは控えるような趣味
のよさを、まだ身につけていません。それでも、当地でも進歩の第一段階は見て取るこ
とができ、半世紀のうちにずいぶん明白な進展を示すだろうと確信しています。それは
すぐにというわけには行かず、大地の開墾と足並みを揃えて進むはずです。
ウルストンクラフトは、華美で、粗野で卑俗な服装に眉をひそめてはいるが、それも進歩や発展
の第一段階に到達した証拠であり、しがって大地の開墾同様時間はかかっても将来の進展は必ず
訪れるだろうとの観測に至っている。熱情的な信条が繰り返される『擁護』に比べると、進歩に
不可欠な時間を待とうとする精神的な余裕が窺われる記述といえるだろう。そのような冷静な落
ち着いた観察眼は、その後に訪れたノルウェーの首都クリスチャニアでは、彼女の希求するマナー
の進歩を目の当たりにして、それを我がことのように喜ぶ率直な叙述となって表れる。
At Christiania, 1 met with that polite reception, which rather characterizes the progress of 
manners in the world, than of any 阿武icularportion of it. The first evening of my arrival 1 supped 
with some ofthe most fashionable people ofthe place; and almost imagined myselfin a circle of 
English ladies, so much did they resemble them in manners, dress, and even in beauty;… (158) 
クリスチャニアでは例によって丁重なもてなしを受けました。それは世界の礼儀作法
の進歩を、どのような地域よりも如実に物語っています。到着して最初の夜、この地で
最上流の人々と夕食を共にしましたが、まるで英国の淑女の集まりにいるように思いま
した。それほどまでに彼女たちは、振る舞い、ドレス、そして美しさまで英国女性にそっ
くりでした・・
品行や道徳の場合と同様に、立ち居振る舞いや服装に加えて美しさにおいてまでも英国女性を
最高の基準にしている点には彼女の優越感が窺えないでもないが、出版目的のひとつにイムレイ
からの経済的独立もあったと推定されるこの旅行記の読者が英国人であったことを考えれば、彼
女にとっては自然な叙述だ、ったのだろう。ウルストンクラフトは続けて、同席した大行政官夫人
の類い希な美しさを褒め讃えて、その上品かつノルウェ一人の質実な面も見せるはにかみを秘め
た優雅な物腰を絶賛している。
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このように、『手紙』の叙述において特徴的なことは、北欧女性の未発達な文化や慣習に落胆
するばかりではなく、一定の段階に到達している事情を見聞して彼女たちのために喜び、また自
分の唱道する女'性の権利の拡張の過程にいっそうの自信を深める著者の様子が見られることであ
る。上述の女性の礼儀作法のほかにも、たとえばノルウェーの子供の厚着を不健康だからやめる
べきだと説く彼女に「街の噂になる」と反論する土地の女性たちに接して、ウルストンクラフト
は「長年の慣習を改めるのには、それを維持する以上の力を必要としますJ (104・5) と慨嘆する。
その一方で、、後書きともいえる付記では、「専制政治や無政府状態という巨大な悪弊は、改善さ
れつつあるヨーロッパの'慣習を前にして大部分が消え去りましたJ (APPENDIX) と記して、確
かな進歩の跡を確認している。
『擁護』の性急な熱弁には見られない、この冷静、静誰、率直な感情と思索の表出は、同じく
付記の次のような述懐に至る。
An ardenta釘ectionfor the human race makes enthusiastic characters eager to produce alteration 
in laws and governments prematurely. To render them useful and permanent, they must be the 
growth of each particular soil, and the gradual fruit of the ripening understanding of the nation, 
matured by time, not forced by an unnatural fermentation. And to convince me that such a change 
is gaining ground, with accelerating pace, the view 1 have had of society, during my northern 
journey, would have been sufficient,… (APPENDIX) 
人類への燃えるような愛情ゆえに、熱烈な気質の人々は機が熟する前に法律や政府を
改変しようとします。法律や政府が有益かつ永続的であるためには、それらがそれぞれ
固有の土地で成長し、国家の実りつつある悟性の、不自然な動乱によって強いられたの
ではなく、時間をかけて成熟し徐々に得られた結実でなくてはなりません。そして、そ
のような変化が拍車をかけて広まりつつあると私が確信するには、この北方旅行中に社
会について見聞したことで、十分だったことでしょう……。
この一節は性急に展開しすぎて恐怖政治を招いたフランス革命を暗に批判するとともに、彼女
の自己言及ともなっている。トマリンは『擁護J を評して「論理的構成を全く欠いており、本質
は狂想曲に近い。方法論の欠落を勢いで、補っており、端座通読よりは拾い読みに適する J (136) 
と看破しているが、上記引用の最初にある「燃えるような愛情ゆえに……機が熟する前に……改
変しようと」する「熱烈な気質の人々」とはまさに『擁護』執筆時の自分のことでもある。社会
の変化は「時聞をかけて成熟し徐々に得られた結実J でなければならず、そのような変化を北方
世界で彼女は目撃し、それをもって自戒としたのである。
3 女性と社会の進歩
『手紙』には人類、社会、そして女性は「進歩」しなければならないという彼女の信条が一貫
して綴られている。「スウェーデンで目にしたようなひどいあばら屋に泊まると、それだけでど
んな思いやりにあふれた心も凍りっき、世界のこれからの進歩という、私が好んで思い巡らす主
題に陰欝な影を投げかけるのですJ (245) と述べているように、彼女はことあるごとに社会の進
歩と発展の方途について思いを寄せている。人聞は思考によって知識を獲得し、創意工夫によっ
て社会を発展させなければならないという彼女のこの主張は、ルソーの『人間不平等起源論』に
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ひとつの契機を持つ。ルソーは同書で、人間は原初の自然状態において無垢で幸福な状態にある
という主張をさまざまな事例をあげて展開した。それに対して彼女は『擁護』第 l 章で、文明よ
りも自然状態の方が望ましいとする考えは人間の活動、ひいては神の至高の英知を非難すること
だと述べて、ルソーの思想を斥けている (93) 0 r手紙J では、この主張が実際に観察した現実に
もとづく主観的な印象や感想としてあらためて語られている。
ノルウェーで森を伐採して土地の開墾を進める農民を見た彼女は、労働が人間存在に潤いを与
え芸術や科学を育むと今更ながらに実感し、人間の努力のすばらしさについてこれほど深く考え
たことはなかったと述懐して次のように続ける。
The world requires, 1 see, the hand of man to perfect it; and as this task naturally unfolds the 
faculties he exercises, it is physically impossible that he should have remained in Rousseau' s 
golden age of stupidity. And, considering the question of human happiness, where, oh! where 
does it reside? Has it taken up its abode with unconscious ignorance, or with the high-wrought 
mindつ (116)
世界は完全なものになるために人間の手を必要としていると思いますし、この課題は当
然人間の発揮する能力を発展させるので、愚昧なる黄金時代に人聞が留まるべきだった
というルソーの考えは、自然の理に反しています。そして人類の幸福について問うなら
ば、それはどこに、ああ!一体どこにあるのでしょうか。自覚もされない無知と共にあ
るのか、それとも鍛え上げられた精神と共にあるのか。
無知は人間に何ももたらさないばかりか数多くの弊害を生む。幸福をもたらすのは無知ではな
く鍛え上げられた精神であるという考えは、ウルストンクラフトの進歩論の根幹をなす。彼女は
『擁護』巻末の第 13 章を「女性の無知が引き起こす愚行の例:女性の風習の改革が必然的にもた
らすはずの道徳の進歩に関する最終的省察」と題して、さまざまな愚行 (follies) を列挙し、そ
れらを排して知性と美徳を身につけることが女性の尊厳の回復と男女聞の正しい情愛の確立につ
ながると説いた。そこでは占い、迷信、偏見、扇情的な文学、衣装への執着などが愚挙として槍
玉に挙げられているが、『手紙j には旅先で目にしたそれらに類する無知無学についての実例が
記録されている。
スウェーデンの厳しい冬をしのぐのに欠かせない毛織物を紹介した第 4 信には、それにまつわ
る母親の無知について次のような記述がある。
A mistaken tendemess, however, for their children, makes them, even in summer, load them 
with flannels;…And this, 1 am persuaded, is much more owing to the ignorance of the mothers 
than to the rudeness ofthe climate. Rendered feeble by the continual perspiration they are kept in, 
whilst every pore is absorbing unwholesome moisture, they give them, even at the breast, brandy, 
salt fish, and every other crude substance, which air and exercise enables the parent to digest. 
(37・38)
しかし子供には間違ったやさしさを発揮して、夏でも毛織物を着せています……そし
てこれはまぎれもなく、気候の厳しさよりもはるかに母親の無知のせいなのです。子供
はたえず汗をかくままにされて身体が弱り、毛穴という毛穴から不潔な湿気を吸い込ん
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でいますが、母親は乳飲み子にさえ、ブランデーや塩漬け魚や他のこなれの悪いものを
与えるのです。親は空気に触れ身体も動かすのでそれを消化できるのですが。
不合理な慣習の惰性による継承のために子供の健康が損なわれ、「年相応の愛嬬やかわいらし
さ」が失われている状況をウルストンクラフトは「怠惰」と冷徹に批判する。行きずりの旅行者
として彼女は、「判断力や審美眼が必要とされず、芸術や学問の修養によって培われることもな
い社会では、感情や思考のあの繊細さが情緒という言葉で表されることはほとんどありません」
(21 )という感想を抱くのだが、もてなしてくれる旅先の人々にその感慨を漏らすわけにはいか
ず飲み込まざるを得ない。胸にたまったその感想を、自身の心情の変化や感情の発露と共に彼女
は投宿先で日誌に書き記して行く。イェーテボリの女性たちに対するこれらの辛競な批評は、人々
の感情を大いに害したとフランスの旅行作家が伝えている (Brekke 173) ように、先進文明国で
ある英国の人聞から見た当時の後進国の風習の描写ではあるが、それが対象に対する尊敬の念を
欠いた単なる事実の記録となっていないのは、世界の発展と進歩に対する彼女の信念や希求がそ
こに込められているからである。たとえば上述の第 4 信ではスウェーデンの女性を評して、運動
不足で肥満していて、容姿も美しくない。不摂生で顔色が悪く歯の手入れが行き届かないので、せっ
かくのルビー色の唇が台無しだと、共感に満ちた思いを書き綴っている (39) 。
現地の人々には口外できなかった、これらの率直かつ真撃な印象を彼女は日誌形式で『手紙J
に連綿と綴り続けている。第 18 信では、単によく働く主婦に過ぎず、趣味のたしなみや進んだ
社会生活を彩る魅力を何も持たない女性たちのまったくの無知無学は、台所では何かの助けにな
るかもしれないが、彼女たちをよりよい親にしているとはとても思えないと辛妹な言葉を投げか
けている (202) 。これらはやはり冷徹に過ぎる印象を与える記述ではあるが、その根底には女性
の進歩を願う気持ちと、彼女の理想、からはほど遠い現状へのやるせない不満がある。その複雑な
胸中を彼女は次のように述懐する。
1 am perhaps a litle prejudiced, as 1 write from the impression ofthe moment; for 1 have been 
tormented to-day by the presence of unruly children and made angry by some invectives thrown 
out against the matemal character of the unfortunate Matilda. She was censured, with the most 
cruel insinuation, for her management of her son; though, from what 1 could gather, she gave 
proofs of good sense, as weIl as tendemess in her attention to him. (202-3) 
今感じていることにもとづいて書いているので、私の見方はたぶん少し偏っているで
しょう。今日私はわがままな子供のせいでいやな思いをし、また不運なマテイルデがそ
の母親としての資質に投げかけられた侮辱に怒りを覚えたからです。彼女は息子のしつ
け方について、無慈悲極まりない当てこすりで悪くいわれていました。ですが私の知り
得た限りでは、彼女の息子への配慮にはやさしさだけでなく良識も明らかに見られます。
イングランド王ジョージ三世の妹でデンマーク王クリスチャン七世と結婚したカロリーネ・マ
テイルデ王妃(1751 ・75) の悲運の生涯に、ウルストンクラフトは心を奪われていた。 1766 年 17
歳で王位に就いた情緒不安定の著しいクリスチャン七世の乱暴な言動は、宮廷医師のストルーエ
ンセによって抑制される。マテイルデとストルーエンセはやがて国政を担い、自由主義改革を進
めてデンマーク宮廷内に多くの敵を作った。ついに王太后と王太子フレゼリク(六世)が彼らの
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失脚をもくろみ、ストルーエンセは捕らえられて処刑され、マテイルデは投獄されるが英国の軍
艦に救出された。彼女はハノーパーのツェレで 24 歳の生涯を閉じた。
マテイルデに対する追慕の念を禁じ得ないウルストンクラフトは、マテイルデは旧弊の打破を
試みる改革者に共通する性急という過ちを犯したために、周囲に静められたと考えている (203-
4) 。そして、マテイルデが望んだ新しい王宮内での育児法を紹介している。すなわち母親自身に
よる入浴、ゆったりした衣服、食事量の制限、わがままな振る舞いの抑制、母乳を与えることな
ど (203)0
ぶしつけな子供に閉口し、マテイルデへの悪口に怒りを覚えたウルストンクラフトが北欧の女
性に投げかけた上述のような辛諌な批判は、女性と社会の進歩を願う彼女の思索の過程をより親
密に伝えてくれる。時によって一時の感情に流された情緒的な叙述が混じるとはいえ、彼女自身
が断っているようにこの見聞記の目的は「国民性を描写しようなどというつもりはなく、世界の
進歩をたどりつつ、風紀や作法の現況を書き留めて…・・・人間の本性について正しい認識を形作る
公平な人間観を得ることだったJ (215-6) 。
この旅行記におけるウルストンクラフトが、眼前の社会と人々(特に女性)という具象をつぶ
さに観察して批評を加えつつ、進歩論という抽象の造形にも余念がないことは彼女の次のような
省察からも窺える。
The view of this wild coast, as we sailed along it, afforded me a continual subject for 
meditation. 1 anticipated the future improvement of the world, and observed how much man 
had stil to do, to obtain of the earth al it could yield. 1 even carried my speculations so far as to 
advance a million or two of years to the moment when the earth would perhaps be so perfectly 
cultivated, and so completely peopled, as to render it necessary to inhabit every spot; yes; these 
bleak shores. (132) 
未聞の沿岸に沿って航行しながらそれを眺めていると、絶えず思索の題材が湧き出て
来ました。世界の未来の進歩を予測しながら、大地が与えるすべてをそこから獲得す
るには、人聞がこれからどれだけのことをなすべきかを推測してみました。百万年や
二百万年という先までも推し量ってみたのですが、その頃には、大地はおそらくすっか
り開墾されて人で満たされ、あらゆる場所に住まざるを得なくなっているでしょう。そ
う、この荒涼たる岸辺にも。
船上の彼女の眼前に今広がっているのはノルウェーの南に横たわるスカゲラック海峡に臨む町
リーセールである。始原の時代を思わせる風景にウルストンクラフトの思索は一気に太古から現
代そして未来へと駆け巡り、人類の歩みのあるべき姿を思い描く。幾重にもそそり立つ岩に隠れ
るように二百軒ほどの粗末な家が軒を接している様子は、知識や文化との接点をたたれた「牢獄」
と彼女の目には映った。木製の踏み段の通路で結ぼれる孤絶した家々の住民の気質は、主な産業
である密輸取引のせいで誠実さに欠け、たばことブランデーと儲け話に明け暮れて洗練の対極に
ある。息も歯も衣服もたばこ臭を放つ男性に女性が耐えられるのは、彼女らがあまり繊細で、ない
か、自分の夫だからという理由で愛しているだけだと、ここでもウルストンクラフトの筆致は鋭
くしかも軽やかでさえある。
このような辺境の地での現実観察から彼女は百万年もの未来の進歩を推量し、「知識欲は、私
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たちの周到な計画よりも偶然によって満たされる方が多いのです。不足を満たすための相応の尽
力は、多少つらくとも、おそらく知識のために誰もが支払わねばならない代価ですJ (137) と述
べて、知識のj函養こそがその手段であるとの主張を繰り返している。
同時に第 2 節で触れたように、彼女は北欧旅行を通じて社会の進歩が、その歩みは遅くとも着
実に達成されていることを確信している。ノルウェーの古びた教会では廃嘘について考え、時代
ごとの壮大な破壊は不可欠な時の変遷であり、進歩につながっているとの思いを抱く (90)。そ
して、人聞は死後、より高い存在の状態に似合うような姿になるはずだから死は恐れるべきもの
ではなく、それについて考えていると、やさしい気持ちで愛情に執着するようになると述べて、
個の死を越えた人間全体の存在の進歩の意義について思索を深めている。人類が常に進歩の道を
歩むことを信じて疑わない彼女は、最後には付記で「私が旅をして来た王国では知識と幸福が増
大しているという確信に、私の比較考察はいつもたどりつきましたJ (APPENDIX) としたため、
現在の人類のあり方を肯定する。
その意味で『手紙』での思索は『擁護』での単万直入で居丈高なそれに比べると、彼女自身が
人生での苦悩を経て、また発展途上の北欧三国の旧弊と同時に遅々としてはいても着実な進歩の
跡を見聞することによって迫真性を増した観がある。スウェーデン西部の海岸沿いに最も未聞の
地を通ってノルウェーに上陸した直後には「ある国民が清潔な身体や優雅な生活様式の点で一定
の水準に達していないと責めるのはばかげています。それは趣味が磨かれさえすれば生じること
で、社会全体の洗練と比例してどこででも起こるようなことですJ (59) と述べ、北欧の粗野な
風習を母国英国の基準で見ることをはばかり、進歩は拙速よりも巧遅を求めるべきだとする。「フ
ランスに行く前に北欧を旅行していれば、フランスの虚栄と腐敗についての評価において、私は
あれほど辛味にはならなかったはずですJ (216) と述懐しているように、人類の進歩と発展につ
いての提唱は、北欧での観察を経て『擁護』に時折見られる未熟な急進主義を超克しているよう
に見える。
4 女性への愛慕
『手紙』には北欧の女性たちに対する批判や提言もさることながら、彼女たちの美しさを賞賛
する言葉もたびたび綴られている。ノルウェーのテンスペルの行政長官宅を訪れた際には、「パ
ラ色の頬ときらきらした目を持ち金色の髪が透き通るような肌に映える J (1 00) 女性たちに目を
奪われている。あるいは、ハンブルクへ向かう途中で馬の給餌と休息に立ち寄った農家では、応
対してくれた「村一番の美人」を「身振りのどれもが優雅で、、他の村人の中にいると、畑の穀物
や花の聞に突然頭をもたげた花壇のユリのようでしたJ (245・6) と描写している。
ウルストンクラフトは彼女たちの美しさ讃えると同時に、その美貌を短命に終わらせる悪しき
慣習を「美しい装飾が好きなのですが、身体にも必要な注意を払い、美しさを花よりも短命に終
わらせないようにはしないのです。また、美貌が衰えたあとに、情操とたしなみがもたらす趣あ
る表情になることもほとんどありませんJ (102) と批判もしている。これらはやはり辛諌にも聞
こえる評言だが、そこには慣習によって容貌と健康が損なわれることを憂慮しその状況を改善し
ようとする、女性たちに対する真撃な情愛に満ちた配慮が込められており、ウルストンクラフト
が彼女たちに親近感を抱きながら暖かい視線を投げかけていることが分かる。
これらの女性の描写の中でも特に印象的なのは、ノルウェーとの国境に近いストレムスタード
で歓待された家の若い女性たちで、その美貌を雪のような白い肌にパラの花が咲き、美しく青い
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瞳には神秘的な炎が燃えていると、ウルストンクラフトは絶賛している (54) 。その中でも一番
かわいらしい年長の娘を同行して、彼女はストレムスタードからの日帰り小旅行をしている。彼
女は北欧旅行でしばしば若い女性を同行して会話を楽しむことがあったが、その理由はおそらく
亡き親友ファニー・ブラッド (1757・85) の面影を彼女たちに見いだしたからであろう (Holmes
283) 。ファニーの人柄と教養に影響を受けたウルストンクラフトは共同で学校を経営したことが
ある。ファニーは結婚してリスボンに渡った直後早産し、駆けつけたウルストンクラフトの腕の
中で亡くなった。その追憶を彼女は『手紙』に次のように記している。 4
1 cannot, without a thril1 of delight, recol1ect views 1 have seen, which are not to be forgoUen, -
nor looks 1 have felt in every nerve which 1 shal1 never more meet. The grave has closed over a 
dear friend, the friend of my youth: stil she is present with me, and 1 hear her soft vo兤e warbling 
as 1 s回yover the heath. Fate has separated me from another, the fire ofwhose eyes, tempered by 
infantine tenderness, stil1 warms my breast;… (72) 
かつて見た忘れがたい情景を一一そしてすみずみまで心を通わせた、もう二度と会うこ
とのない人の顔を思い出すと、いつも喜びで胸が躍ります。私の親友、若き日の友はす
でに墓に納められましたが、彼女は今も私と共にいて、荒野をさまよっていると彼女の
歌うようなやさしい声が聞こえます。運命は私たちを分かちましたが、あどけないやさ
しさを湛えた彼女の目の炎は今も心を暖めてくれます…
亡き親友に対する厚い思慕の念と親愛の情が伝わる叙述だが、女子教育の盟友でもあったフア
ニー・ブラッドへの彼女の思いは、もう一人のファニーすなわちウルストンクラフトが北欧旅
行に連れた、ったときに 1 歳だ、った彼女の娘への慈愛を想起させる。ウルストンクラフトは娘フア
ニーに、女性の置かれた従属的な状況を考えて「母親としての愛着や気遣い以上のものJ (66) 
を覚えている。そして自分の幼い娘が、理知に走った感情の乏しい性格の女性にならないように、
繊細な感受性と情操を養いながら男性と同等の権利を持って生きる「信念」を授けたいと願いつ
つも「娘の心を開くことが怖いのです。彼女が自分の住むはずの世界になじめなくなりはしない
かと。一一不運な女性たち!何という宿命なのか 1 J (66) と躍踏を露わにしている。ここには
自らが取り組んできた女性啓蒙の妥当性が、はたして自分の娘の教育にも適用できるのかという
将来への不安を赤裸々に語る一人の母の姿がある。それは、自分の胸に顔をうずめて添い寝する
かわいい天使の甘えるような鼓動を感じつつ天国の夢を見る幸福な一人の母 (127) であると同
時に、我が娘への思慮から「不運な女性たちJ 全体の権利の唱道へと思索を広げるー著述家の姿
でもある。母としての娘への愛と思想家としての女d性への愛の聞で揺れ動きつつ、自分の省察の
有効性を身をもって検証しようと煩悶する姿がそこには見られる。
『擁護』と『手紙』の最も大きな違いは、後者にこのような遼巡の軌跡が、前者よりも生身の
あるいは等身大の言葉で記録されていることであろう。この作品は、ギルパート・イムレイに
旅先から宛てた手紙という形式を取る。イムレイはアメリカの軍人で革命後のフランスに渡り、
1793 年パリで彼女と出会う。二人の聞に娘ファニーが生まれた翌年の 1795 年イムレイを追って
ロンドンに戻った彼女は、彼の心変わりを知って自殺未遂を起こすが、そのわずか二週間後に彼
女はイムレイの事業の代理人として北欧三国を巡る。北欧への関心や旅行記出版という経済的目
的が旅立ちを促したと考えられるが、イムレイに対して愛憎相半ばする彼女の心は疲弊の色を隠
75 
東北大学大学院 国際文化研究科論集 第二十三号
せない。
そのため『手紙』には私小説のような叙述が垣間見られる。ノルウェーでは女性の虐げられた
状況に心を痛めて身につまされる思いで「どんなことでも書き送りましょう。愛が冷めたと知っ
た傷心と、見捨てられた心の孤独な悲しみ以外のことでしたら J (103) とイムレイへの皮肉を利
かせている。あるいは、復路にイェーテボリを再訪する直前、収穫後に帰宅する幸せそうな若い
農夫親子の「これまで見た中で最も心和む」情景を見て、その母親に大いに羨望の念を抱き、フア
ニーは父親の優しさを一度も経験することがないかもしれないと想像して「娘を育んで来た胸が、
不幸な母親にしか感じられない思いに駆られ、健きで波打ちましたJ (187-8) と苦悶を打ち明ける。
ウルストンクラフト自身が「前書き」で、「とりとめないこれらの手紙をしたためながら、私
はどうしても自分を語る人一一「それぞれの話の小さな主人公」ーーになってしまいました」
(ADVERTISEMENT) と述べているように、『手紙』は北欧の自然や社会の紹介とそれらにまつ
わる省察であると共に、彼女の自伝であり内省の物語でもある。その物語の「小さな主人公」で
あるウルストンクラフトは、自らが抑圧に哨ぎ苦悩する女性の表象として「未婚の母という背徳
に走り、遅きに失しながらも、男性は裏切るということを女性が悟ったときに起きること J (Jump 
116) を描いた。その意味では、この旅行記は自伝であると同時に私小説でもあり、その舞台となっ
た荒涼たる北欧の自然は寓意に満ちた実景となる。
ゴドウインは、『ウルストンクラフトの思い出』で「もしも読者が著者と恋に落ちるように書
かれた本があるとしたら、私にとってはこの本がそれであろう。彼女は我々の心を憂いで満たし
やさしさで包み込む口調で、自らの悲しみを語り、同時に賞賛の限りを集めるような天賦の才を
見せている」と賞賛して、『擁護J に散見される粗野で無骨な側面は『手紙j には全く見られな
いと評している (249) 。個人的な当惑や遼巡を見せ、『擁護』で先鞭をつけた女性の権利拡張論
が再吟味されて内心の吐露と共に語られる『手紙』は、書物を積み重ねた机上での狂想曲のよう
な女権拡張論ではなく、実際の女性観察と描写から導き出された女性への親密な情愛にあふれた
実地の女性論である。読者が親近感を覚え、この旅行記が好評を博した理由がそこにあることは、
ウルストンクラフトが親愛の情を込めて盟友として描写した北欧の女性たちの姿を見ても明らか
だろう。
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、Z4-言ロ
ウルストンクラフトの北欧三国旅行の目的は、恋人ギルパート・イムレイの代理人として彼の所有する貨物
船の失院事件を調査し補償請求をするためであった。イムレイは、英国の対革命フランス海上封鎖をかいくく拘っ
てフランスと貿易をするために、中立スカンジナビア諸国の貿易商を利用した。その中にイェーテボリのエラ
イアス・パックマンがいた。 1794 年 8 月、彼らはフランス船をノルウェー船籍に装い、穀物買い付けのために
フランスの銀を積んで、イェーテボリに向かわせた。しかし、ノルウェ一人船長ペーデル・エッレフセンの指揮
する同船は目的地に到着せずに失院した。パ y クマンの尽力で、 1795 年 l 月デンマークモ立委員会が調査に着
手し、エッレフセンは 2 月に逮捕されたが、家族が高額の保釈金を払L、すぐに保釈された。
2 出典の表記は、本文中の括弧に入れて参考文献記載の著者名とページ数等を示す。『手紙J の引用は復刻版
(Cambridge UP, 2010) から。
3 旅の終わりにハンブルクへの途上で休息した農家の美しい娘の挿話も、衣服に関するウルストンクラフトの
進歩的な考えを示している。「私の娘がゆったりとした薄手の服を着せられているのを見て、とてもやさしい口
調でかわいそうだといい始めました。娘の頬にある健やかなバラ色の産毛は目に入らないようですJ (245) 。
4 ゴドウイン (William Godwin) は『ウルストンクラフトの思い出.1 (Memoirs ofthe Author ofThe Rights of 
Woman) でファニーはメアリの「愛慕の対象」であったと述べ、この一節を引用して三人の友情を讃えている
(219) 。
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